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1. はじめに 

 認知症は現代の医療技術では完全な予防策や治療方法

は無く、介護をし続けなければならない。しかし、認知

症の進行や、それに伴う行動の変化は人によって違い、

介護者に相当なストレスがかかる[1、2]。そのため、認知

症介護のストレス解消の社会ニーズは高い。 

我々はこの社会ニーズに対し、対話支援の分野で解決

することを目指す。我々が想定するのは先が読める話は

AI やエージェントが担当し、その時の出来事や日常的な

話に関しては介護者が担当するものである。図 1がこの

アイデアを図示したものである。図 1から、重要なの

は、話題が適切に評価できるよう話題区切りを行う事で

ある。 

本研究では、その 1ステップとし話題区切りアルゴリ

ズムで AI と人との切り替えを行うことを目指した。 

 
図 1：会話支援システム構成図 

2. 検討したアルゴリズム 

 対話の話題は、関連する単語を使用することによって

形成され、話題が変化する際には別の単語が新たに出現

するという仮説を立てた。この仮説を元に、単語に焦点

を当て、単語出現開始、終了位置による話題区切り検出

アルゴリズム(事後法)とリアルタイムを想定した話題区切

り検出アルゴリズム(リアルタイム法)を作成した。 

 本研究を行うに当り、奈良先端科学技術大学の中村研

究室より、高齢者 情報案内・傾聴 音声対話コーパス[3]

を提供して頂いた。 

2.1. 事後法 

事後法では、対話全体を対象とし、単語の初期出現位

置と最終出現位置による話題区切りアルゴリズムを検討

する。 

図 2は単語出現開始から終了までの位置を線で結んだ

グラフである。 
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図 2：単語線グラフ 

このグラフに対し、線がある時点で何本重なっている

かを計測する。この計測結果を時間平均 25で平均化す

る。その後、ある時点での単語線データとその結果を平

均化したデータで差分データを作成し、単語線の増減デ

ータを算出した。 

以下、図 3に流れを示す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3：処理の流れ 

このグラフから話題が切り替わる箇所は単語が出現終

了後、出現開始する箇所と判断し、その地点の検出を行

った。その際、区切った話題部分を名義付けまで行った

結果が図 4である。 

 

 

 

 

図 4：話題名義付け 

 

 

Copyright     2021 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.2-407

6Q-01

情報処理学会第83回全国大会



 

2.2. リアルタイム法 

リアルタイム法では、図 5の様に対話中に連続する一

定回の発言で出現する単語をまとめた単語チャンク Cr

と、一定時間空けてもう一つの単語チャンク Cfを導入す

る。この 2つの単語チャンクを比較し、共通する単語が

どれだけあるか否かで話題区切りを検出する。 

 

図 5：リアルタイム法イメージ図 

このアルゴリズムは事後法と比べて、限定的な時間内

の情報のみで話題区切りを検出するため、リアルタイム

性が期待できる。図 6は、横軸に Crの時刻、縦軸に 2つ

の単語チャンク間の距離、高さに Crと Cfの共通の単語

数をとった等高線グラフである。図 6から、共通の単語

数と対話の構造が見てとれるとともに、共通の単語数が

少ない領域に注目することで話題区切りを検出すること

ができそうである。 

 
図 6：等高線グラフ 

 この結果を元に、n番目に比較する単語チャンク𝐶𝑟𝑛と

𝐶𝑓𝑛の共通単語を示したグラフを描き、最下点検出を行っ

た。 

 2つのアルゴリズムの比較を行った結果が図 7であ

る。 

 

図 7：アルゴリズム比較図 

横線 ：事後法の最下点検出箇所 

縦線 ：リアルタイム法の最下値検出箇所 

十字線：両アルゴリズムでズレがあまりない検出箇所 

図 7は、右上がりの直線は縦軸と横軸で同じ値をと

っており、元の対話データにおける同じ箇所を示して

いる。そのため、事後法とリアルタイム法の比較が可

能となる。2つのアルゴリズムは検出結果が一致して

いる。 

3. 考察 

このアルゴリズムで 20の会話データについて調べた。 

 事後法は、話がどの様に変化したかが大まかに推測す

る事が可能であり、図 4に示したように人が判別した会

話内容の区別と概ね一致しており、検出が出来ていた。

この結果から、会話が進むにつれて話題が移り変わって

いく事を捉えていると考えている。 

リアルタイム法は、事後法の検出箇所と同じ箇所を検

出することが出来ることは分かった。しかし、検出の精

度は使用する会話によって不安定であり、誤検出箇所の

数が増減する。この原因を調査したところ、共通の単語

数が少ない箇所に 2パターンの特徴を確認した。一つ

は、二つの単語チャンクに単語数が十分に存在するが、

存在する単語内容が異なる場合、もう一つは、一方の単

語チャンクまたは両方の単語チャンクに十分な単語数が

存在しない場合である。単語チャンクに十分な単語数が

存在しない場合、単語の内容が切り替わっているか判断

できないため、誤検出が生じているかもしれない。今

後、この 2パターンの検出を分けることができれば誤検

出が減り、精度が高くなると考えている。 

4. 結論 

本稿では、話題の切り替わり点の検出を実現するため、

事後法とリアルタイム法の 2つのアルゴリズムを使って

検証を行った。事後法ではデータ全てを取得した後に話

題の切り替わりの点を検出し、その精度が出ることが分

かった。リアルタイム法では、会話支援システムへの実

装を想定した、リアルタイムで話題の切り替わり点の検

出することを目指した。リアルタイム法の検出は、使用

するデータによって検出の精度に変化がでるという結果

であった。システムへの実装を想定したリアルタイム法

は、現状では改善の必要がある。 
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